


















































【概要】

  今年度は、母体死亡と密接に関係すると思われる DIC、弛緩出血、大量出血、子癇、分

娩ショックの 5 要因について、最大 42 項目の妊娠分娩異常との関連について、統計学的

な検討を行った。

  DIC でもっともリスクの高い要因は胎盤早期剥離であり、これに次いで、本態性高血圧、

重症妊娠中毒症、子癇など一連の妊娠中毒症関連因子であった。弛緩出血と関係する要因

でリスクの高いものは、子癇、DIC、胎盤の異常であり、子癇と胎盤異常は DIC との関連

が深かった。子癇と関連する要因のうち、リスクの高いものは、重症妊娠中毒症と DIC で

あり、次いで、甲状腺疾患や膠原病、胎盤早期剥離であった。分娩ショックと関係の深い

要因は、一つは前置胎盤、胎盤早期剥離、癒着胎盤などの胎盤異常、頸管裂傷や弛緩出血

などであり、分娩時の出血と関連する要因であった。もう一つは、心臓疾患を合併した妊

娠であり、心原性ショックと結びつくものと考えられた。大量の出血を来す要因は、重症

妊娠中毒症、妊娠糖尿病、多胎、子宮筋腫などであり、常位胎盤早期剥離は DIC と密接な

関係があり、前置胎盤と並んで、出血の直接要因としてリスクが極めて高いものと考えら

れた。また、DIC や弛緩出血と相関の高い胎盤の異常や、外傷性の出血と考えられる頸管

裂傷なども大量出血を来しやすい要因と考えられた。さらに、妊婦健診での重要なスクリ

ーニング項目になっている重症妊娠貧血は出血と関連する重要な要因であると考えられた。


